
困
っ
た
と
き
は�

　
　
　
消
費
生
活
相
談
の
ご
利
用
を�

気
を
付
け
て
！

気
を
付
け
て
！�

気
を
付
け
て
！�

古紙配合率100％再生�
紙を使用しています。�

広報�
6.1

市の�人�口�●�128，�427人�
世�　�帯�　�数�●�52，�435世帯�
　　�（�平成15年�5月1日現�在�）�

【座間市のお知らせ】� 689

●�みんなの健康（3面）�
●�座間市地下水保全基本計画を策定（4・5面）

●�

●�住宅防音工事に助成（2面）�

ざまインフォメーション（6・7面）●�
座間跨線橋が開通（8面）�

　

点
検
商
法
の
業
者
は
、
「
点

検
に
来
た
」
な
ど
と
、
親
切
を

装
っ
て
訪
問
し
、
「
こ
の
ま
ま

で
は
家
が
腐
る
」
な
ど
と
、
不

安
を
あ
お
っ
た
り
、
事
実
と
異

　

市
で
は
、消
費
生
活
に
関
す
る
各
種
相
談
を
お
受
け
す
る「
消
費

生
活
相
談
」
を
、
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
（
第
二
水
曜
日

を
除
く
）
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
市
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
件
数
は
、
年
間
で
六
百
十
八
件
。

こ
の
中
に
は
、
悪
質
商
法
に
よ
る
相
談
が
数
多
く
含
ま
れ
、
特
に

単
身
世
帯
の
方
や
高
齢
の
方
か
ら
の
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
悪
質
商
法
の
中
で
も
、
最
近
多
く
の
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
点
検
商
法
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

年
々
そ
の
手
口
が
巧
妙
に
な
り
、
勧
誘
方
法
も
さ
ま
ざ
ま
に
な 

っ
て
き
て
い
る
悪
質
商
法
。
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
そ
の

手
口
を
知
り
、
正
し
い
知
識
や
情
報
を
身
に
着
け
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
も
し
被
害
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
巻
き
込
ま
れ

そ
う
に
な
っ
た
り
し
た
場
合
は
、
早
め
に
市
の
消
費
生
活
相
談
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

担
当　
　
　
　
　
　

市
民
生
活
課
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０
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５
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５
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５
０

な
る
こ
と
を
言
っ
た
り
し
て
新

品
や
別
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を

契
約
さ
せ
よ
う
と
し
ま
す
。
最

初
は
無
料
点
検
だ
っ
た
り
、
安

い
と
思
わ
れ
る
契
約
で
あ
っ
た

り
し
て
も
、
点
検
や
清
掃
、
修

理
な
ど
と
い
ろ
い
ろ
な
理
由
を

付
け
、
次
々
と
高
額
な
契
約
を

結
ば
せ
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

親
切
そ
う
に
見
え
る
業
者
が

相
手
で
も
、
契
約
を
す
る
と
き

は
そ
の
場
で
決
断
せ
ず
、
家
族

に
相
談
し
て
か
ら
業
者
に
連
絡

を
す
る
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
心

掛
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
に
応

じ
ず
、
急
い
で
契
約
を
迫
る
業

者
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

困
っ
た
ら

迷
わ
ず
相
談
を

　

市
で
は
専
門
の
相
談
員

に
よ
る「
消
費
生
活
相
談
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

〇
と　

き　

毎
週
月
曜
〜

　

金
曜
日
（
第
二
水
曜
日

　

を
除
く
）
の
午
前
九
時

　

三
十
分
〜
正
午
・
午
後

　

一
時
〜
三
時
三
十
分

〇
と
こ
ろ　

市
役
所
三
階  

　

市
民
生
活
課
相
談
室

　

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
と
は
、
訪

問
販
売
・
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス 

・
電
話
勧
誘
な
ど
の
契
約
後
に
、

不
要
な
も
の
を
買
っ
た
と
後
悔

す
る
よ
う
な
場
合
、
契
約
日
を

含
め
て
八
日
以
内
（
マ
ル
チ
商

法
な
ど
で
は
二
十
日
以
内
ま
で

有
効
）
で
あ
れ
ば
、
無
条
件
で

申
し
込
み
の
撤
回
や
、
契
約
の

解
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
を
い
い
ま
す
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
通
知
は
、

口
頭
や
電
話
で
は
な
く
、
必
ず

書
面
で
申
し
出
ま
す
。
ハ
ガ
キ

に
書
い
て
、
配
達
記
録
郵
便
ま

た
は
、
簡
易
書
留
で
出
す
の
が

確
実
で
す
。い
ず
れ
の
場
合
も
、

必
ず
ハ
ガ
キ
の
表
裏
両
面
を
コ

ピ
ー
し
て
、
保
管
し
て
お
く
こ

と
を
忘
れ
ず
に
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
払
い
の
場

合
は
、
信
販
会
社
に
も
通
知
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
を
す
れ
ば

な
ん
で
も
う
ま
く
い
く
と
安
易

に
考
え
る
の
は
危
険
で
す
。
悪

質
業
者
の
中
に
は
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
の
対
象
で
は
な
い
と
嘘
を

つ
く
な
ど
し
て
、
契
約
の
解
除

な
ど
を
拒
否
す
る
こ
と
も
あ
る

の
で
、
十
分
に
注
意
が
必
要
で

す
。

　

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
場
合
は
、
ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
総
額
が
三
千
円
未
満
で
、
代

金
払
い
済
み
の
場
合
②
指
定
消

耗
品
（
化
粧
品
や
健
康
食
品
な

ど
）
の
箱
を
開
け
て
し
ま
っ
た

場
合
③
購
入
商
品
が
自
動
車
の

場
合
な
ど

　

詳
し
く
は
、
担
当
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ�

の
落
と
し
穴�

気
を
付
け
て
！�

　「近くでシロアリが発生したので、無料で点検
します」と言って業者が訪問してきた。床下を点
検してもらったところ「シロアリは発生してはい
ないが、虫がいっぱいでカビだらけ。このままで
は土台が腐って大変危
険な状態。今すぐ床下
に乾燥剤をまき、換気
扇を取り付けないと家
がダメになる」と取り
付けを勧められ、高額
であったが不安になり
契約してしまった。

　「水道水の無料検査をします」と業者が訪問し
てきたのでお願いした。家庭の水道水を入れコッ
プに試薬を入れ検査したところ、「色が変わるの
　　　　　　　　　　は水が汚れているからだ」
　　　　　　　　　　と、まるで水道水に異常が
　　　　　　　　　　あるかのように言われた。
　　　　　　　　　　安全な水を飲むには浄水器
　　　　　　　　　　を取り付けると良いと、高
　　　　　　　　　　額な浄水器を売りつけられ
　　　　　　　　　　た。

事事例例かからら見見たた
最最近近のの点点検検商商法法
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○
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○
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○
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○
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○
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《
ク
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フ
書
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書
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は
が
き
の
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（
例
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必
ず
、
両
面
と
も�

コ
ピ
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を
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っ
て
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だ
さ
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　６月は「暴走族追放強化月間」「二輪車交通
事故防止強化月間」
☆スローガン
「暴走は　しない　させない　ゆるさない」
を合い言葉に暴走族追放の機運を高め、安心し
て暮らせる環境づくりのため各種運動を展開し

☆市交通安全対策協議会年間スローガン
「安全は　心と時間の　ゆとりから」

☆重点項目
　子どもと高齢者の交通事故防止、二輪車・自
転車の交通事故防止、違法駐車および放置自転
車・バイクの追放、チャイルドシートとシート
ベルトの着用の徹底、飲酒運転の追放、暴走族
追放運動の推進、薄暮時の前照灯の早目点灯
　平成１５年度も、上記重点項目を中心に各種運
動を展開しています。関係機関・団体、市民の
皆さんのご協力をお願いします。
担当　
市交通安全対策協議会事務局（市民生活課内）

1０４６（２５２）８２１８ 5０４６（２５５）３５５０

☆推進標語
「危険物　無事故の主役は　あなたです」

　危険物安全週間は危険物を取り扱う事業所に
おける自主保安体制の確立を呼び掛けるととも
に、皆さんが危険物の危険性について再確認と
理解を深めることを目的として設けられたもの
です。
　わたしたちの身近な物では、マニキュア除光
液、ヘアスプレー、殺虫剤、接着剤、危険物を
注入しているエアゾール製品などが危険物に含
まれます。これらを取扱う際は十分注意しまし 
ょう。
担当　　　　　　　　　　　　消防本部予防課

1０４６（２５６）２２１１ 5０４６（２５６）２２１５

ます。関係機関・団体、市
民の皆さんのご協力をお願
いします。
担当　市交通安全対策協議
会事務局（市民生活課内）

1０４６（２５２）８２１８
5０４６（２５５）３５５０

点

検

商

法

と

は

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ�

制
度�

ご
存
じ
で
す
か�

悲惨な交通事故を撲滅しよう悲惨な交通事故を撲滅しよう許されません 暴走行為許されません　暴走行為
６月８日～６月８日～１４日１４日はは

危険物安全週間です危険物安全週間です

シロアリ駆除の事例シロアリ駆除の事例

浄水器の取り付けに関する事例浄水器の取り付けに関する事例
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国
（
横
浜
防
衛
施
設
局
）
で

は
、
厚
木
基
地
を
離
着
陸
す
る

航
空
機
の
騒
音
を
防
止
・
軽
減

す
る
た
め
に
、
住
宅
防
音
工
事

の
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

住
宅
防
音
工
事
対
象
区
域
内（
全

域
…
さ
が
み
野
、ひ
ば
り
が
丘
、

東
原
、
小
松
原
、
南
栗
原
、
西

栗
原
、
栗
原
中
央
、
栗
原
、
立

野
台
、
緑
ヶ
丘
一
〜
四
丁
目
、

相
武
台
二
〜
四
丁
目
、
広
野
台

二
丁
目
、
相
模
が
丘
二
〜
六
丁

目
。
一
部
地
域
…
入
谷
三
〜
五

丁
目
、広
野
台
一
丁
目
）で
防
音

工
事
を
希
望
す
る
方
の
う
ち
、

申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
方
は

次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

○
と　

き　

六
月
十
六
日（
月
）、

　

十
七
日（
火
）の
午
前
十
時
〜

　

午
後
四
時
三
十
分

○
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ

　

ー（
サ
ニ
ー
プ
レ
イ
ス
座
間
）

　

二
階
会
議
室

○
申
込
者　

原
則
、
住
宅
の
所

　

有
者
ま
た
は
居
住
者
（
分
譲

　

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
集
合
住

　

宅
で
は
、
管
理
組
合
な
ど
の

　

代
表
者
）

　

期
間
中
に
申
し
込
み
の
で
き

な
い
方
は
、
横
浜
防
衛
施
設
局

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
防
音
工
事
は
国
の
補
助

金
交
付
決
定
後
で
な
い
と
着
手

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
工
事
契

約
を
勧
誘
す
る
工
事
関
係
者
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
ト
ラ
ブ

ル
を
防
止
す
る
た
め
に
も
、
契

約
は
慎
重
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

工
事
の
種
類
と
補
助
金
額

【
新
規
工
事
】
▽
助
成
対
象
住

宅
＝
住
宅
防
音
工
事
対
象
区
域

内
で
、
昭
和
五
十
九
年
五
月
三

十
一
日
お
よ
び
昭
和
六
十
一
年

九
月
十
日
ま
で
に
建
て
ら
れ
、

今
ま
で
防
音
工
事
を
し
て
い
な

い
住
宅
▽
助
成
可
能
室
数
＝
世

帯
人
員
に
関
係
な
く
二
室
ま
で

【
追
加
工
事
】
▽
助
成
対
象
住

宅
＝
新
規
防
音
工
事
を
実
施
し

た
住
宅
で
追
加
工
事
を
保
留
し

て
い
る
住
宅
▽
助
成
可
能
室
数

＝
世
帯
人
員
＋
一
室
（
最
高
五

室
）
か
ら
新
規
工
事
を
実
施
し

た
室
数
を
除
い
た
室
数

【
特
定
工
事
】
▽
助
成
対
象
住

宅
＝
昭
和
五
十
九
年
五
月
三
十

一
日
に
告
示
さ
れ
た
住
宅
防
音

工
事
対
象
区
域
内
（
全
域
…
さ

が
み
野
、
ひ
ば
り
が
丘
、
東
原
、

小
松
原
、
栗
原
中
央
五
・
六
丁

目
、南
栗
原
一
〜
五
丁
目
、広
野

台
二
丁
目
、相
模
が
丘
四
・
六
丁

目
。一
部
地
域
…
栗
原
、栗
原
中

央
一
〜
四
丁
目
、
南
栗
原
六
丁

目
、広
野
台
一
丁
目
、相
模
が
丘

三
・
五
丁
目
）
で
、
昭
和
五
十

九
年
六
月
か
ら
昭
和
六
十
一
年

九
月
十
日
に
建
て
ら
れ
、
防
音

工
事
の
助
成
を
受
け
て
い
な
い

住
宅
▽
助
成
可
能
室
数
＝
世
帯

人
員
＋
一
室
で
最
高
五
室
ま
で

【
建
替
工
事
】
▽
助
成
対
象
住

宅
＝
住
宅
防
音
工
事
対
象
区
域

内
で
、
過
去
に
防
音
工
事
の
助

成
を
受
け
、
工
事
完
了
後
十
年

以
上
経
過
し
た
住
宅
の
建
て
替

え
を
計
画
ま
た
は
建
て
替
え
済

み
の
住
宅
（
建
て
替
え
前
後
の

住
宅
に
代
替
性
・
継
続
性
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
住
宅
に
限
る
）

▽
助
成
可
能
室
数
＝
世
帯
人
員

＋
一
室
で
最
高
五
室
ま
で

担当　　　　　　　　　　市民健康課1０４６（２５２）７２２５ 5０４６（２５２）７０４３

【
防
音
区
画
改
善
工
事
】
▽
助

成
対
象
住
宅
＝
住
宅
防
音
工
事

対
象
区
域
内
（
告
示
後
に
建
て

ら
れ
た
住
宅
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
）
で
、
次
の
①
か
ら
③
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
住
宅
。

①
こ
れ
か
ら
防
音
工
事
（
新
規

・
追
加
・
特
定
・
建
替
）
を
実

施
す
る
住
宅
で
、
現
況
が
バ
リ

ア
フ
リ
ー
ま
た
は
フ
レ
ッ
ク
ス

対
応
住
宅
に
な
っ
て
い
る
住
宅

②
新
規
・
追
加
工
事
が
実
施
済

み
で
、
防
音
工
事
完
了
後
十
年

以
上
経
過
し
、
現
況
が
バ
リ
ア

フ
リ
ー
ま
た
は
フ
レ
ッ
ク
ス
対

応
住
宅
に
改
造
さ
れ
て
い
る
住

宅
③
障
害
者
な
ど
（
身
体
障
害

者
、
高
齢
者
な
ど
で
介
護
を
必

要
と
す
る
方
、
車
い
す
な
ど
に

よ
る
生
活
状
況
に
あ
る
方
）
の

居
住
す
る
住
宅
▽
助
成
可
能
室

数
＝
四
人
ま
で
の
世
帯
は
五
室

ま
で
。
五
人
以
上
の
世
帯
は
世

帯
人
員
＋
一
室

※
前
記
各
工
事
の
助
成
可
能
室

数
は
、
原
則
、
専
用
台
所
、
玄

関
、
浴
室
な
ど
を
除
き
ま
す
。

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日�

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日�

　

基
本
的
人
権
を
守
る
と
と
も

に
、
そ
の
啓
発
、
高
揚
の
た
め

に
法
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
、

相
談
に
当
た
っ
て
い
る
の
が
人

権
擁
護
委
員
で
す
。

　

人
権
は
、
わ
た
し
た
ち
が
社

会
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
な

権
利
で
あ
り
、
大
切
に
育
て
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
現
実
に
は
、い
じ
め
、

差
別
、
家
庭
内
や
隣
近
所
の
も

め
事
な
ど
、
自
分
の
権
利
だ
け

を
主
張
し
た
り
、
勝
手
な
行
動

を
し
た
り
し
て
他
人
の
人
権
を

侵
す
事
件
が
起
き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
人
権
擁

護
委
員
は
毎
月
第
二
火
曜
日
に
、

市
役
所
で
『
法
務
相
談
』
に
応

じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
宅
で

も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

本
市
の
人
権
擁
護
委
員
は
次

の
方
々
で
す
。
（
敬
称
略
）

▼
瀬
戸
宏
孝
＝
座
間
一
ノ
三
一

〇
五
1
０
４
６（
２
５
５
）０
０

６
２
▼
鈴
木
幹
枝
＝
入
谷
一
ノ

三
三
五
九
1
０
４
６（
２
５
２
）

１
７
６
１
▼
m
川
善
康
＝
緑
ヶ

丘
三
ノ
四
三
ノ
二
三
1
０
４
６

（
２
５
３
）１
０
３
０
▼
岩
堀
勝

三
＝
小
松
原
一
ノ
四
〇
ノ
一
三

1
０
４
６（
２
５
３
）７
７
３
９

▼
山
d
榮
＝
さ
が
み
野
三
ノ
六

ノ
一
九
1
０
４
６（
２
５
３
）４

０
１
１
▼
森
田
洋
一
＝
南
栗
原

一
ノ
一
三
ノ
四
七
1
０
４
６（
２

５
３
）９
３
５
０

　

詳
し
く
は
、
担
当
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

担
当　
　
　
　
　

市
民
生
活
課

1
０
４
６（
２
５
２
）８
２
１
８

5
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

【
補
助
金
の
額
】
国
の
定
め
た

標
準
仕
様
に
よ
り
工
事
を
実
施

す
る
場
合
は
、
全
額
助
成
が
受

け
ら
れ
ま
す
が
、
補
助
さ
れ
る

額
に
は
室
数
に
応
じ
て
一
定
の

限
度
額
が
あ
り
、
超
過
し
た
額

は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

横
浜
防
衛
施
設
局
事
業
部
施
設

対
策
第
三
課
住
宅
防
音
第
三
係

1
０
４
５（
２
１
１
）７
１
３
８

化
的
な
市
民
生
活
や
さ
ま
ざ
ま

な
社
会
経
済
活
動
を
支
え
る
必

要
不
可
欠
な
生
活
基
盤
施
設
で

す
。
今
後
も
よ
り
一
層
皆
さ
ん

に
信
頼
さ
れ
る
水
道
を
目
指
し

て
、
安
全
で
安
定
的
に
供
給
で

き
る
水
道
事
業
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
水
道
の
目
標
】

○
地
震
に
強
い
水
道
づ
く
り
を

　

進
め
ま
す
。

○
渇
水
な
ど
の
水
不
足
に
対
応

　

す
る
た
め
広
域
的
な
協
力
態

　

勢
の
も
と
節
水
意
識
を
広
め

　

ま
す
。

○
安
全
な
水
を
確
保
す
る
た
め

　

水
質
監
視
や
安
全
管
理
に
努

　

め
ま
す
。

○
水
道
事
業
の
効
率
的
な
経
営

　

に
努
め
ま
す
。

事
業
の
概
要
（
平
成
十
三
年
度

数
値
）

▽
一
日
平
均
配
水
量　

四
万
七

　

百
五
十
六
立
方
㍍

▽
一
日
一
人
平
均
給
水
量　

三

　

百
十
三
㍑

▽
配
水
管
総
延
長　

二
十
六
万

　

七
千
三
百
六
十
㍍

▽
給
水
原
価　

百
三
十
三
円
三

　

十
二
銭

▽
供
給
単
価　

百
二
十
円
六
十

　

九
銭

▽
水
道
職
員
数　

三
十
九
人

※
給
水
原
価
…
水
量
一
立
方
㍍

当
た
り
、
ど
れ
だ
け
の
費
用
が

掛
か
っ
て
い
る
か
を
表
す
も
の
。

※
供
給
単
価
…
水
量
一
立
方
㍍

当
た
り
、
ど
れ
だ
け
の
収
益
を

得
て
い
る
か
を
表
す
も
の
。

担
当　
　
　
　

水
道
部
業
務
課

1
０
４
６（
２
５
２
）７
４
８
０

5
０
４
６（
２
５
７
）４
１
５
５

　

六
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
、

全
国
一
斉
に
「
水
道
週
間
」
の

啓
発
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

本
市
の
水
道
は
ほ
ぼ
全
世
帯

に
普
及
し
て
お
り
、
健
康
で
文

と　こ　ろと　　　き区　分

３階相談室
法律相談と行政書士相
談は、いずれも定員に
なり次第、締め切りま
す。

毎月第２・第４火曜日午後６時３０分～９時
と第２・第３水曜日午後１時３０分～４時
３０分（予約制（電話可）。２日午前８時
３０分から今月分を受け付け）

１０・
１１・
１８・
２４日

法　律

毎月第２火曜日　午前９時～正午１０日

法　務
（人権・
戸籍・
登記）

毎月第３木曜日　午前９時～正午１９日行　政
毎週月曜～金曜日（第２水曜日は除く）
午前９時３０分～正午と午後１時～３時３０分

消　費
生　活

毎月第２・第３木曜日　午後１時３０分～４時
３０分（予約制（電話可）。２日午前８時３０
分から今月分を受け付け）

１２・
１９日

行　政
書　士
（相続・
遺言） 担当　市民生活課1０４６（２５２）８１５８・８２１８

４階第３会議室毎月第３木曜日　午前１０時～午後３時１９日駐留軍
離職者 担当　産業課1０４６（２５２）７６０４

４階第１会議室毎月第３木曜日　午前９時～午後３時１９日高年齢者職業
総合福祉センター２階毎週土曜・日曜日　午前９時～正午福　祉

サービス 担当　高齢対策課1０４６（２５２）７１２７
1０４６（２５５）０５００
（電話相談）

毎週火曜・木曜日
午前９時～１１時３０分と午後１時～３時３０分

子育て相談
ホットライン

１階児童課内
今月は第３金曜日　午前１０時～午後３時
（予約制（電話可）。予約は１３日までに）

２０日婦　人

毎週月曜～金曜日　午前９時～午後３時母　子
生　活 担当　児童課1０４６（２５２）７２０１

青少年センター１階
青少年相談室毎週月曜～金曜日　午前９時～午後４時

青少年
担当　青少年相談室 1０４６（２５６）０９０７

青少年センター２階
教育研究所毎週月曜～金曜日　午前１０時～午後４時

教　育
担当　教育研究所 1０４６（２５９）２１６４

総合福祉センター
毎月第１～第４土曜日
午前９時～午後３時

７・１４
・２１・
２８日結　婚

担当　市社会福祉協議会 1０４６（２６６）１２９４

６月の相談日
相談はいずれも無料です

肺がん検診基本健康診査電話番号所在地医療機関名
―○０４６（２３１）７８２３海老名市国分寺台５－１３－１宍戸医院
―○０４６（２３６）６０８０〃　　中央１－１３－１原田循環器・内科クリニック

肺がん検診基本健康診査電話番号所在地医療機関名
――０４６（２３８）２０６６海老名市杉久保３６３６－１平沢医院

　平成１５年度基本健康診査指定医療機関に下表のとおり追加・変更が
ありました。

追加

変更（今年度から実施しません）

　市消防本部では、災害現場な
どで功労があった方や消防への
功績があった方に感謝状を贈呈
し、その勇気ある行動をたたえ
ています。
　去る５月１１日の贈呈式では、

市長から次の方々に感謝状が贈られました。（敬称略）
三條和子（相模が丘２丁目）、関山利夫（相
模が丘２丁目）、片山正明（東原４丁目）、
上原信子（東原４丁目）、広田充代（東原
４丁目）
担当　　　　　　　　　　消防本部総務課

1０４６（２５６）２２１１ 5０４６（２５６）２２１５

基本健康診査指定医療機関の追加・変更

○と　き　６月２日（月）～６日（金）
○ところ　市役所１階市民ホール�
○内　容　水道に関するクイズ、�
　給水装置などの展示など�

水道週間イベント�
　　　　　  を開催�

消防協力者に�
　　感謝状を贈呈�
消防協力者に�
　　感謝状を贈呈�
消防協力者に�
　　感謝状を贈呈�
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担当　市民健康課 　 保健係� 046（252）7225 　 予防・医療係� 046（252）7213 　 リハビリ係　  046(252)7317 046（252）7043保� 予� リ�

個別健康相談 保

がん検診 保

▽とき＝①６月９日（月）②１９日（木）③２７日（金）
▽ところ＝①市民健康センター②市公民館③市民健康
センター▽申込方法＝電話予約（大腸がんは検診日の
７日前まで）

保成人・老人健康相談

▽内容＝身体測定、尿検査、血圧測定、体脂肪測定と
相談▽持ち物＝健康手帳▽申込方法＝直接会場へ

▽とき＝６月１９日（木）午前１０時～１１時３０分▽ところ

保２歳児歯科健康診査
▽とき＝６月２５日（水）午後１時～２時受け付け▽と
ころ＝市民健康センター▽内容＝歯科健診、予防処置
および育児相談など（予防処置は希望者のみで有料）
▽対象＝平成１３年５月生まれ▽持ち物＝母子健康手帳、
歯ブラシ▽申込方法＝直接会場へ（事前通知はありま
せんのでご注意ください）

▽とき＝６月２０日（金）午前９時～正午▽ところ＝市
民健康センター▽内容＝乳幼児期の運動発達面での心
配について理学療法士による相談▽対象＝生後４カ月
～１歳６カ月児▽申込方法＝電話予約

▽とき＝６月１０日（火）午前１０時～１０時４５分、午前１０
時４５分～１１時３０分▽ところ＝市役所１階市民健康課▽
内容＝健康全般についての栄養士・保健師による相談
▽持ち物＝健康手帳（お持ちでない方には当日発行）
▽申込方法＝電話予約

▽とき＝６月１２日（木）午前９時３０分～９時４５分受け
付け▽ところ＝市民健康センター▽内容＝むし歯予防
について▽対象＝１歳～１歳１カ月児（第１子に限る）
▽定員＝先着３０人▽持ち物＝母子健康手帳、歯ブラシ
▽申込方法＝電話予約

保赤ちゃん教室

リ発達相談

保１歳児歯っぴいバースデー（むし歯予防）教室
保母親父親教室

▽ところ＝市民健康センター▽対象＝初産で妊娠１６週
以降の方とその夫▽受講料＝５００円（テキスト代）▽持
ち物＝母子健康手帳、筆記用具▽申込方法＝６月２７日
（金）までに担当へ

※は、①６月９日（月）③２７日（金）市民健康センタ 
ーの場合のみ

内　容と　き

自己紹介、妊婦体操、
妊娠中の過ごし方

午後１時３０分
　～４時　　

６月３０日（月）

妊娠中の歯の衛生、赤
ちゃんの衣類午前９時３０分

　～１１時３０分

７月３日（木）

疑似体験、先輩ママに
聞く「子育て」

７月５日（土）

妊娠中の栄養午後２時～４時７月７日（月）

赤ちゃんの沐浴、これ
からに向けて

午前９時３０分
　～１１時３０分

７月１２日（土）

保育児相談

▽内容＝身体測定と食事 ･ 発育状態 ･ しつけの相談▽
持ち物＝母子健康手帳▽申込方法＝直接会場へ

ところと　き

北地区文化センター午前９時３０分
　～１０時３０分

６月６日（金）

市民健康センター６月２０日（金）

　市では、介護保険料が第１段階（生活保護受給者
を除く）および第２段階の方（６月中旬に送付する
「平成１５年度介護保険料額決定通知書」の保険料所
得段階を参照）のうち、生活が著しく困難と認めら
れた方の介護保険料を減免します。
　減免の対象となる方は、平成１４年中の収入が「生
活保護基準以下」であることなど、いくつかの減免
要件に該当することが必要です。本年度分について
は、６月３０日（月）まで申請を受け付けます。
　なお、減免の申請は６月以降も随時受け付けます
が、その場合減免の期間は当該申請があった日の属
する月からとなります。　
担当　　　　　　　　　　　　　　　　高齢対策課

1０４６（２５２）７７１９ 5０４６（２５２）８２３８

料金受付時間対　象検診

９００円男性：午前９時～９時１５分
女性：午前９時１５分～１１時
※午前９時～１１時

４０歳以上
胃

５００円大腸

６００円午前９時～１１時３０歳以上の
女性

子宮

３００円午前９時３０分～１１時
※午後１時～２時乳

もくよ く

と　き
対　象

ＢＣＧツベルクリン
６月１１日（水）６月９日（月）１月１日～１５日生まれ
６月１８日（水）６月１６日（月）１月１６日～末日生まれ
６月４日（水）６月２日（月）２月１日～１５日生まれ
６月５日（木）６月３日（火）２月１６日～末日生まれ

▽受付時間＝午後１時１５分～２時１５分（時間厳守）▽
ところ＝市民健康センター▽対象＝生後３カ月～４歳
未満（なるべく１歳までに）
※ツベルクリン反応検査の結果、陰性の場合はＢＣＧ
を接種し、陽性の場合は再検査します。

予ツベルクリン反応検査とＢＣＧ

保４カ月児健康診査
▽とき＝６月１７日（火）午後１時～２時▽ところ＝市
民健康センター▽対象＝平成１５年２月生まれ

保８～１０カ月児健康診査
　市では、指定相談医を定め、無料で健康診査を実施
しています。対象者には個人通知をしますので、あら
かじめ医療機関へ電話連絡の上、母子健康手帳をお持
ちになり受診してください。

保１歳６カ月児健康診査
◆内科▽ところ＝指定医
療機関▽対象＝平成１３年
１１月生まれ◆歯科▽とき
＝６月１１日、１８日いずれ
も水曜日午前９時３０分～
１０時３０分▽ところ＝市民
健康センター▽対象＝平
成１３年１０月生まれ

保３歳６カ月児健康診査
▽とき＝６月１０日（火）午後１時～２時▽ところ＝市
民健康センター▽対象＝平成１１年１２月生まれ▽持ち物
＝母子健康手帳

ところ受付時間と　き

生きがいセンター午前９時３０分～１１時６月１３日
（金） 市民健康センター午後１時～２時３０分

結核検診 予

▽対象＝１５歳以上▽申込方法＝直接会場へ

ところ受付時間と　き

ひばりが丘南児童館午前９時３０分～１０時３０分６月５日（木）

やさしい体操教室 保

▽とき＝６月２４日（火）午後１時３０分～３時▽ところ
＝市民健康センター▽内容＝簡単な体操による消費カ
ロリーと体脂肪との関係から、自分に合った運動計画
を立てる▽講師＝健康運動指導士▽対象＝４０歳以上▽
参加費＝無料▽持ち物＝室内用運動靴、筆記用具、健
康手帳、電卓▽申込方法＝直接または電話で担当へ

▽実施期間＝６月２日（月）～１１月２９日（土）▽対象
＝３０歳以上の女性（４月以降に集団検診を受診した方
を除く）▽検査内容＝子宮けい部細胞診、子宮体部細
胞診（問診などの結果、医師が必要と認めた方）▽料
金＝子宮けい部細胞診のみ１,７００円、子宮けい部細胞診
と子宮体部細胞診２,５００円▽申込方法＝直接下表の医療
機関へ

電　話所在地医療機関名
1０４２（７４２）３７５６相模が丘５－２－２０手嶋産婦人科医院
1０４６（２５２）０６２５さがみ野１－８－２２原産婦人科医院
1０４６（２５３）３５１１相武台１－５２シロタ産婦人科
1０４６（２５５）３５４１入谷４－２６９０－２９金子産婦人科医院
1０４６（２３２）２２７１海老名市国分寺台５－１３－１３武 岡産婦人科
1０４６（２３１）１５３４海老名市柏ヶ谷１１４１増田産婦人科医院
1０４６（２３４）３２１４海老名市東柏ヶ谷３－３－１９さがみ野レディスクリニック
1０４６７（７８）０３００綾瀬市深谷３４７１－７茂木産婦人科医院
1０４６（２３３）１３１１（要予約）海老名市河原口１３２０海老名総合病院

保子宮がん施設検診

診療場所　　　　　　受付時間　診療科目
1０４６（２５５）９９３３

休日急患センター
（市民健康センター１階）

午前９時～１１時４５分、午後２時～４時４５分
小児科

1０４６（２５２）９０９０内　科
1０４６（２５２）８２１７午前９時～１１時４５分、午後２時～４時３０分歯　科
1０４２（７５６）９０００相模原南メディカルセンター（相模原市相模大野）午前９時～１１時３０分、午後１時３０分～４時３０分耳鼻咽喉科

消防テレホンサービス1０４６(２５１)０１１９にお問い合せください。午前９時～正午、午後２時～５時（診療時間）外科・婦人科・眼科

救急診療

診療場所受付時間診療科目

1０４６（２５５）９９３３休日急患センター
（市民健康センター１階）

月曜～金曜日　　：午後７時～９時４５分
土曜・日曜日、祝日：午後６時～９時４５分

小児科

1０４６（２５２）９０９０内　科

消防テレホンサービス1０４６(２５１)０１１９にお問い合せください。午後６時～１０時（診療時間）外　科

診療場所診療時間診療科目

小児救急情報センター1０４６(２５５)９９３３にお問い合せください。
午後１０時～翌朝午前７時（重病の場合は午
前８時）

小児科

消防テレホンサービス1０４６(２５１)０１１９にお問い合せください。午後１０時～翌朝午前８時内科・外科

◆休日昼間

◆夜　間

◆深　夜

※聴覚障害者専用問い合わせ先 5０４６(２５１)５２６３

 上坂 　未来紀
うえさか

     ちゃん

み ら の

Ｈ１４．７．２３生まれ　女
ひばりが丘１丁目

ナコスティン　優里    ちゃん

ゆうり

Ｈ１５．２．２３生まれ　女
入谷５丁目

 川邊 　裕太郎
か わ べ

     ちゃん

ゆうたろう

Ｈ１４．６．６生まれ　男
小松原２丁目

 小林 　亮太    ちゃん

こばやし りょうた

Ｈ１４．６．９生まれ　男
入谷５丁目

 大竹 　梨乃    ちゃん

おおたけ り の

Ｈ１４．７．２１生まれ　女
ひばりが丘５丁目

介護保険料のお知らせ�介護保険料のお知らせ�

赤
ち
ゃ
ん�

予

＝市民健康センター▽内容＝
離乳食の作り方・すすめ方、
子どもの発達や予防接種につ
いて▽対象＝５カ月～６カ月
児とその保護者▽定員＝先着
３０人▽持ち物＝母子健康手帳、
離乳食用スプーン▽申込方法
＝電話予約
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市
内
の
主
な
湧
水
に
は
、
①

番
神
水
、
龍
源
院
湧
水
な
ど
の

相
模
川
河
岸
段
丘
沿
い
の
湧
水

※
涵
養
量
の
目
標
は
、
平
水
年

（
過
去
二
十
年
間
で
の
平
均
）

の
降
雨
量
（
千
六
百
十
三
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
）
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
解
析
し
た
数
値
を
採
用
し

ま
し
た
（
図
４
）
。

【
施
策
】

○
相
模
野
台
地　

雨
水
浸
透
策

　

・
透
水
性
舗
装
・
緑
化
の
推
進

○
斜
面
緑
地　

緑
地
の
保
全

○
座
間
丘
陵
・
段
丘　

緑
地
の

　

保
全

○
低
地
部　

農
地
の
保
全
、
環

　

境
共
生
型
の
涵
養
策
の
推
進

　

本
市
の
一
日
当
た
り
の
地
下

水
利
用
量
は
、
四
万
二
千
三
百

立
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。
こ
の
内

訳
は
水
道
用
が
八
四
パ
ー
セ
ン

ト
、商
工
業
用
八
パ
ー
セ
ン
ト
、

米
軍
用
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
水

道
用
が
大
部
分
を
占
め
て
い
ま

　

地
下
水
は
、
飲
料
水
、
農
業
用
水
、
商
工
業
用
水
と
し
て
幅
広
く
活
用
さ
れ
、
今
日
の
経
済
発
展

を
支
え
て
き
た
の
と
同
時
に
、 湧  
水 
な
ど
良
好
な
自
然
環
境
を
作
り
出
す
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

ゆ
う 
す
い

　

市
で
は
、
こ
の
貴
重
な
天
然
資
源
で
あ
る
地
下
水
を
、将
来
に
わ
た
り
質
・
量
の
両
面
で
保
全
し
て

い
く
た
め
に
「
座
間
市
地
下
水
保
全
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
市
民
、
事
業

者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
市
民
生
活
に
必
要
な
水
の
確
保
と
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
で
文
化
的

な
生
活
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。

担
当　
　
　
　
　
　
　

環
境
保
全
課
1
０
４
６（
２
５
２
）７
６
７
５
5
０
４
６（
２
５
７
）７
７
４
３

　

本
市
は
、
相
模
野
台
地
の
南

側
に
位
置
し
、
起
伏
に
富
ん
だ

地
形
を
し
て
い
ま
す
（
図
１
）。

広
大
な
相
模
野
台
地
に
降
っ
た

雨
は
、
地
下
に
浸
透
し
て
地
下

水
と
な
り
、
本
市
の
座
間
丘
陵

辺
り
に
集
ま
り
ま
す（
図
２
）。

市
で
は
、
こ
の
地
形
の
特
徴
を

利
用
し
て
、
主
要
な
取
水
施
設

を
設
置
し
、
水
道
水
の
約
八
四

パ
ー
セ
ン
ト
を
地
下
水
で
賄
っ

て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
貴
重
な
天
然

資
源
で
あ
る
地
下
水
を
将
来
に

わ
た
り
保
全
し
て
い
く
た
め
、

平
成
十
年
四
月
に
「
座
間
市
の

地
下
水
を
保
全
す
る
条
例
」
を

制
定
し
ま
し
た
。
現
在
、
こ
の

条
例
の
各
規
定
に
基
づ
き
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
い

ま
す
（
図
３
）
。
こ
の
事
業
の

一
つ
「
地
下
水
総
合
調
査
」
で

は
、
本
市
と
そ
の
周
辺
の
地
下

構
造
、
地
下
水
の
流
れ
な
ど
の

調
査
や
、
水
収
支
（
地
下
水
の

出
入
り
す
る
量
）
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
の
地
下
水
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
解
析
な
ど
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

今
回
お
知
ら
せ
す
る
「
座
間

市
地
下
水
保
全
基
本
計
画
」は
、

こ
れ
ら
の
調
査
や
解
析
の
結
果

を
受
け
、
地
下
水
の
水
量
と
水

質
に
関
す
る
計
画
的
な
管
理
と

総
合
的
な
地
下
水
保
全
施
策
を

推
進
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
策

定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

（西）�

（東）�

段丘�

相模川�

JRJR相模線相模線�

小田急線小田急線�

JR相模線�

小田急線�

相模野台地�

座間丘陵�

低地部�

　

本
市
で
は
、
雨
水
が
地
面
に

浸
透
し
や
す
い
山
林
や
田
畑
が

減
少
し
、
降
雨
量
も
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
表
に

降
っ
た
雨
の
う
ち
、
地
下
に
涵

養
さ
れ
る
の
は
、
約
四
〇
パ
ー

セ
ン
ト
で
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と

か
ら
、
地
下
水
の
源
と
な
る
雨

水
の
涵
養
は
、
最
も
重
要
な
課

題
と
い
え
ま
す
。

　

本
市
の
土
地
利
用
状
況
は
、

地
域
ご
と
に
大
き
く
異
な
り
ま

す
の
で
、
雨
水
の
涵
養
策
も
地

域
ご
と
に
考
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
台
地
部
で
は
、
涵
養
域

が
広
範
囲
に
存
在
し
て
い
ま
す

が
、
緑
地
の
減
少
と
宅
地
化
が

進
行
し
て
い
る
た
め
、
緑
地
の

保
全
と
宅
地
内
で
の
雨
水
浸
透

策
を
進
め
ま
す
。低
地
部
で
は
、

涵
養
域
の
範
囲
が
台
地
部
に
比

べ
て
狭
い
な
が
ら
も
、
涵
養
量

が
豊
か
な
水
田
や
畑
が
多
い
た

め
、
今
後
は
土
地
利
用
計
画
も

考
え
な
が
ら
、
涵
養
機
能
の
保

全
を
進
め
ま
す
。

【
目
標
】

○
市
内
全
域
で
の
年
間
涵
養
量

　

を
千
百
八
十
三
万
三
千
立
方

　

メ
ー
ト
ル
と
し
ま
す
。

　

地
下
水
は
、
透
明
で
多
く
の

ミ
ネ
ラ
ル
を
含
み
、
飲
料
水
と

し
て
最
適
で
す
。
し
か
し
、
現

在
で
は
産
業
構
造
の
変
化
に
伴

い
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
に

代
表
さ
れ
る
有
機
塩
素
化
合
物

な
ど
に
よ
る
汚
染
が
生
じ
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
、
地
下
水
の
水
質
を

各
物
質
ご
と
の
環
境
基
準
に
適

合
す
る
よ
う
に
、
対
応
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

有
害
物
質
の
定
期
的
な
測
定
に

よ
る
監
視
と
指
導
を
通
じ
て
、

地
下
水
汚
染
を
防
止
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
工
業
系
地
域
が

あ
る
台
地
部
で
は
、
帯
水
層
の

上
に
厚
い
土
壌
（
ロ
ー
ム
層
）

が
あ
る
た
め
、
台
地
部
の
重
点

施
策
と
し
て
、
土
壌
汚
染
の
除

去
対
策
と
汚
染
の
未
然
防
止
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

【
目
標
】

○
地
下
水
の
水
質
を
環
境
基
準

　

に
適
合
さ
せ
、
将
来
に
わ
た

　

っ
て
維
持
し
ま
す
。

【
施
策
】

○
有
機
塩
素
化
合
物　

汚
染
防

　

止
の
指
導
、土
壌
ガ
ス
調
査
、

　

汚
染
除
去
な
ど
の
指
導

○
重
金
属
類　

汚
染
防
止
の
指

　

導
、
汚
染
除
去
ま
た
は
飛
散

　

防
止
対
策
の
指
導

○
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類　

汚
染
発

　

生
源
へ
の
指
導
、
保
管
方
法

　

な
ど
の
指
導

○
硝
酸
性
窒
素
お
よ
び
亜
硝
酸

　

性
窒
素　

公
共
下
水
道
接
続

　

率
の
向
上
の
た
め
の
指
導
啓

　

発

す
（
右
グ
ラ
フ
）
。

　

地
区
別
の
利
用
割
合
は
、
台

地
部
で
七
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
低

地
部
で
二
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
な

っ
て
い
ま
す
。
年
間
に
各
地
域

で
利
用
さ
れ
る
地
下
水
量
と
、

水
収
支
か
ら
得
ら
れ
た
適
正
揚

水
量
を
比
較
す
る
と
、
台
地
部

で
は
釣
り
合
い
が
取
れ
て
い
ま

す
が
、
低
地
部
で
は
利
用
過
剰

な
の
で
利
用
量
の
削
減
が
必
要

で
す
（
下
表
）
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

地
下
水
利
用
の
現
状
と
今
後
の

動
向
、
雨
量
な
ど
の
状
況
、
水

収
支
な
ど
を
考
慮
し
て
、
地
区

別
の
適
正
揚
水
量
を
定
め
る「
平

成
二
十
二
年
ま
で
の
地
下
水
揚

水
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
計
画
に
沿
っ
た

揚
水
量
を
目
指
す
と
と
も
に
、

地
下
水
位
を
監
視
し
、
地
下
水

量
の
保
全
を
進
め
ま
す
。

【
目
標
】

○
本
市
に
お
け
る
地
下
水
の
揚

　

水
量
は
、
台
地
部
に
お
い
て

　

は
、
日
量
三
万
四
千
七
百
立

　

方
メ
ー
ト
ル
、
低
地
部
に
お

　

い
て
は
、
日
量
一
万
七
百
立

　

方
メ
ー
ト
ル
と
し
、
県
営
水

　

道
を
導
入
し
な
が
ら
適
正
な

　

地
下
水
利
用
を
進
め
ま
す
。

○
本
市
の
基
準
と
な
る
観
測
井

　

戸（
Ａ－

一
号
井
戸
）に
お
い

　

て
平
水
年
の
地
下
水
位
が
、

　

地
表
面
か
ら
二
十
・
五
メ
ー

事 業 内 容� 具体的事業内容�

有害物質使用事業場監視事業�

地下水・土壌汚染測定事業�

地下水保全基本計画事業�

地下水位測定事業�

地下水保全システム整備・運用事業�

地下水採取事業者監視事業�

地下水涵養・水源保護事業�

地下水保全施策の提言�

水源保護事業等の展開�

有害物質使用事業場設置届�
（条例第7,11,12条関係）�

地下水総合調査�
（条例第14条関係）�

井戸設置届�
（条例第16条関係）�

地下水摂取量報告�
（条例第20条関係）�
水源涵養策�
（条例第24,26,27条関係）�

地下水保全連絡協議会�
（条例第31条関係）�
地下水保全対策基金�
（条例第32,33条関係）�

座
間
市
の
地
下
水
を
保
全
す
る
条
例�

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
環
境
保
全
に
つ
い
て
関
心

と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
「
環
境
講
演
会
」

を
開
催
し
ま
す
。　
　

　

自
動
車
の
排
気
ガ
ス
は
、
大

気
汚
染
や
地
球
温
暖
化
の
主
な

原
因
で
す
。こ
の
講
演
会
で
は
、

「
地
球
を
救
う
究
極
の
乗
り
物
」

を
テ
ー
マ
に
、
排
気
ガ
ス
を
出

さ
な
い
た
め
、
環
境
に
と
て
も

や
さ
し
い
自
動
車
で
あ
る
「
電

気
自
動
車
」
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
き
れ
い
な
空
気

を
守
る
た
め
に
、
環
境
に
つ
い

て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
と　

き　

六
月
二
十
七
日

　

（
金
）
午
後
二
時
〜
三
時
三

　

十
分

○
と
こ
ろ　

市
民
文
化
会
館（
ハ

　

ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
座
間
）

○
講　

師　

神
奈
川
工
科
大
学

　

教
授　

秋
山
勇
治
さ
ん

○
定　

員　

六
十
人

○
申
込
方
法　

六
月
二
十
日

　
（
金
）ま
で
に
電
話
で
担
当
へ

担
当　
　
　
　
　

環
境
保
全
課

1
０
４
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２
５
２
）８
２
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「
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
」
は
、

工
場
や
自
動
車
な
ど
か
ら
の
排

出
ガ
ス
に
含
ま
れ
て
い
る
炭
化

水
素
や
窒
素
酸
化
物
が
太
陽
の

紫
外
線
を
受
け
て
化
学
反
応
を

起
こ
し
、
そ
の
化
学
反
応
と
特

定
の
気
象
条
件
が
重
な
っ
た
時

に
発
生
し
ま
す
。
自
動
車
の
ア

イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
の
ほ
か

事
業
所
か
ら
の
排
出
ガ
ス
の
削

減
な
ど
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
発

生
の
抑
制
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
よ
る
人

体
へ
の
被
害
の
症
状
に
は
個
人

差
が
あ
り
ま
す
。
吐
き
気
、
頭

痛
、
の
ど
の
痛
み
、
目
の
ち
ら

つ
き
な
ど
の
症
状
が
あ
り
、
大

部
分
は
比
較
的
軽
症
で
一
過
性

の
も
の
で
す
。
平
成
十
四
年
度

は
、
注
意
報
が
県
内
で
十
一
件

発
令
さ
れ
、
こ
の
う
ち
座
間
市

を
含
む
県
央
地
区
で
は
四
件

発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　

被
害
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
、
注
意
報
が
発
令
さ
れ

た
時
に
は
、
駅
、
学
校
、
保

育
園
な
ど
の
公
共
施
設
に「
光

化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
発
令

中
」
と
か
書
か
れ
た
黄
色
い

立
て
看
板
を
掲
示
し
、
皆
さ

ん
に
注
意
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

注
意
報
発
令
中
は
、
車
の
運

転
や
屋
外
で
の
運
動
な
ど
は

控
え
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
被
害
に
遭
っ
た
と

思
わ
れ
る
方
は
、
症
状
な
ど

を
担
当
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

担
当　
　
　
　

環
境
保
全
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光
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光
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光
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光
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光
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光
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発
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ご
注
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を

　
　
　
発
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に
ご
注
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光
化
学
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モ
ッ
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光
化
学
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モ
ッ
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発
生
に
ご
注
意
を

　
　
　
発
生
に
ご
注
意
を�

光
化
学
ス
モ
ッ
グ�

　
　
　
発
生
に
ご
注
意
を�

光
化
学
ス
モ
ッ
グ�

　
　
　
発
生
に
ご
注
意
を�

市が所有する電気自動車

地下水流出量（低地部）�
3,404

地下水流出量（台地部）�
18,120

地下水流入量（低地部）�
4,199

揚水量�
3,895

揚水量�
14,076

湧出量�
159

地下水涵養量�
3,073

地下水涵養量�
8,760

地下水流入量（台地部）�
23,826

単位：千ｍ /年�３�

図４　平水年（過去２０年間での平均）における水収支図

　　　年間涵養量　11,833千ｍ３

図３　地下水保全基本計画推進体系図

図１　座間市表層図

　図２　水源涵養地域図

環境講演会
電気自動車の
最新情報と

将来の動向について

　
「
座
間
市
地
下
水
保
全
基
本
計
画
」
を
策
定�

 
湧  
水 
の
保
全

の
保
全

ゆ
う 

す
い

地
下
水
の
水
質

地
下
水
の
水
質

地
下
水
量
の
保
全

地
下
水
量
の
保
全
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座
間
市
地
下
水
保
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はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは

　
　
　
　

基
本
計
画
」
と
は

　

座
間
市
地
下
水
保
全
基
本
計

画
で
は
、「
湧
水
の
保
全
」「
地

下
水
の 
涵  
養 
」
「
地
下
水
の
水

か
ん 
よ
う

質
」「
地
下
水
量
の
保
全
」
の
四

つ
の
項
目
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
に
目
標
と
施
策
を
掲
げ
て
い

ま
す
。

群
②
県
立
座
間
谷
戸
山
公
園
内

湧
水
な
ど
の
座
間
丘
陵
か
ら
の

湧
水
③
い
っ
ぺ 
窪 
な
ど
の
目
久

く
ぼ

尻
川
に
つ
な
が
る
湧
水
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
湧
水
付
近
の
多
く

は
、
既
に
市
民
の
憩
い
の
場
と

し
て
街
並
み
の
整
備
や
公
園
化
、

斜
面
緑
地
の
指
定
を
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
湧
水
の
水
質
、

水
量
の
監
視
測
定
を
実
施
し
、

湧
水
の
環
境
や
水
量
・
水
質
の

保
全
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
目
標
】

○
湧
水
を
取
り
巻
く
環
境
の
保

　

全
を
進
め
ま
す
。

○
湧
水
の
水
量
の
確
保
と
水
質

　

の
保
全
を
進
め
ま
す
。

【
施
策
】

○
水
質
の
保
全　

有
害
物
質
使

　

用
事
業
場
の
指
導
、
生
活
排

　

水
対
策
の
推
進
、
公
共
下
水

　

道
の
接
続
率
向
上
の
た
め
の

　

指
導
啓
発

○
水
量
な
ど
の
監
視　

湧
水
の

　

水
量
の
測
定
、
水
質
測
定

○
湧
水
量
の
確
保　

雨
水
浸
透

　

策
の
充
実
、
水
辺
付
近
の
緑

　

地
お
よ
び
湧
水
と
共
生
す
る

　

樹
木
の
保
護

○
水
辺
環
境
の
保
全　

生
物
指

　

標
を
活
用
し
た
水
辺
環
境
の

　

保
全

○
保
全
活
動
の
促
進　

環
境
保

　

全
に
関
す
る
学
習
の
啓
発

米軍用3,200（8％）�

商工業用3,500（8％）��

水道用35,600（84％）��

単位：ｍ /日�３�

グラフ　平成１３年地下水利用現況

　　　　１日当たりの地下水利用量
　　　　　　　　　  42,300ｍ３

　

ト
ル
以
下
に
な
ら
な
い
よ
う

　

に
地
下
水
利
用
を
進
め
ま
す
。

○
渇
水
が
続
い
た
場
合
な
ど
の

　

異
常
時
に
お
い
て
は
、
地
表

　

面
か
ら
二
十
一
・
五
メ
ー
ト

　

ル
以
下
に
な
ら
な
い
よ
う
に

　

地
下
水
利
用
を
進
め
ま
す
。

【
施
策
】

○
水
道
用
水　

台
地
部
で
約
二

　

万
六
千
立
方
メ
ー
ト
ル
／
日
、

　

低
地
部
で
一
万
立
方
メ
ー
ト

　

ル
／
日
を
目
標
に
し
た
揚
水

　

計
画
の
推
進

○
商
工
業
用
水　

揚
水
量
の
暫

　

定
的
な
基
準
で
あ
っ
た
五
千

　

立
方
メ
ー
ト
ル
／
日
を
新
た

　

に
千
五
百
立
方
メ
ー
ト
ル
／

　

日
へ
と
変
更
、
合
理
的
な
地

　

下
水
利
用
の
指
導
と
地
下
水

　

揚
水
計
画
の
推
進

○
農
業
用
水　

使
用
後
の
水
が

　

地
下
に
還
元
さ
れ
る
よ
う
な

　

対
策
の
指
導
に
よ
る
地
下
水

　

の
涵
養
の
推
進

　

市
内
で
は
、
市
民
、事
業
者
、

行
政
が
、
飲
料
水
、
商
工
業
用

水
、
農
業
用
水
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
方
法
で
地
下
水
を
利
用
し

て
い
ま
す
。
市
民
は
節
水
や
住

宅
の
雨
水
涵
養
な
ど
、
事
業
者

は
水
の
合
理
的
な
使
用
や
有
害

物
質
の
適
正
管
理
、
行
政
は
地

下
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、
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き
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う
。

地下水保全対策の一助に

雨水浸透施設等設置助成制度
　地下水は限りある貴重な天然資源です。
　市では、雨水を地下に浸透させ地下水の保全を促
進する施設や、雨水を有効活用するための施設の設
置に対し、助成を実施しています（下表参照）。
　それぞれの助成には、対象や金額など一定の条件
がありますので、事前にご相談ください。地下水保
全のために、
皆さんのご
協力をお願
いします。

助成額施設名
１基当たり１２,５００円雨水浸透ます
１㍍当たり６,５００円雨水浸透トレンチ
１平方㍍当たり５００円浸透性アスファルト舗装
１基当たり２５,０００円雨水貯留槽

担当　　　　　　　　　　　　　　　　環境保全課
1０４６（２５２）７６７５ 5０４６（２５７）７７４３

【台地部】　（単位：m3／日）

揚水計画揚　水　実　績
区　　分適　正

揚水量 平成２２年平成１３年平成１２年平成１１年

２６，３００ ２４，０００ ２２，２００ ２１，０００水 道 事 業 者

３４，７００
 ８，４００

　３，０００　３，１００　２，９００地下水採取事業者

　３，２００　３，１００　２，９００キャンプ座間

　４，５００　６，３００　７，９００余 裕 分

【低地部】　　（単位：m3／日）

揚水計画揚　水　実　績
区　　分適　正

揚水量 平成２２年平成１３年平成１２年平成１１年

１０，０００ １１，６００ １２，９００ １３，８００水 道 事 業 者

１０，７００
　 ７００

　　５００　　４００　　１００地下水採取事業者

△１，４００△２，６００△３，２００余 裕 分

表　地下水揚水計画

地
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市内の催しや行政情報などは、『ホームページ』http://www.city.zama.kanagawa.jp/ でも案内しています。

広報ざま【座間市のお知らせ】No.６８９　　平成１５年（２００３年）６月１日●７ 

○と　き　６月２８日午後２時～４時
○ところ　総合福祉センター（サニ 
　ープレイス座間）３階多目的室
○対　象　小学生（保護者の参観可、
　無料保育あり）
○定　員　５０人（先着順）
○持ち物　鉛筆、消しゴム、定規、
　はさみ、電卓（お持ちの方）など
○受講料　無料
○申込方法　６月２７日までに直接・
　電話・ファクス（住所、氏名、電話番
　号、学校名、学年、保護者同伴・
　保育希望の有無を明記）で担当へ
※参加者には記念品を贈呈します。
担当　　　　　　　　　企画政策課

1０４６（２５２）８３７９ 5０４６（２５５）３５５０

　県では、市街化調整区域に新築ま
たは増改築する際の「容積率」「建

ぺい率」「道路・隣地斜線」に対す
る建築形態制限を、平成１６年４月か
ら指定する予定です。これは、同区
域の緑地や良好な環境などを保全す
ることが目的です。
　指定原案を次のとおり縦覧し ､ご
意見を募集します ｡
○と　き　６月２日～３０日午前８時
　３０分～午後５時（土曜・日曜日を
　除く）
○ところ　県建築指導課、県相模原
　土木事務所、市役所都市計画課
担当　　　　　　　　　都市計画課

1０４６（２５２）７３７６ 5０４６（２５２）０２２０

公園・広場・街かど花づくり運動
参加者募集

　座間市に緑を育てる市民の会では、
市内の公園などに花を植え、管理し
ていく「公園・広場・街かど花づく
り運動」を実施しています。
　座間公園、かにが沢公園、芹沢公
園、相模が丘仲良し広場の花壇を、
夏咲きと冬咲きの花を植え替えなが
ら管理しています。
　この運動への参加者を募集します
ので、協力していただける方は担当
までご連絡ください。
担当　座間市に緑を育てる市民の会
　　　事務局（公園緑地課内）

1０４６（２５２）７２２１ 5０４６（２５５）３５５０

木造住宅無料耐震相談

○と　き　６月２８日午前９時３０分～
　午後４時（時間予約制）
○ところ　北地区文化センター
○相談員　神奈川県建築士事務所協
　会・座間支部会員
○対　象　昭和５６年以前に建築され
　た木造住宅
○持ち物　確認申請などの図面（略
　図でも可）、建物状況が分かる写
　真など
○申込方法　６月２４日までに電話で
　担当へ
※次回の相談は、９月に東地区文化
センターで予定しています。
※市では、建物耐震相談についての
個別勧誘などはしていません。
担当　　　　　　　　　　　建築課

1０４６（２５２）７３９６ 5０４６（２５２）０２２０

甲種防火管理者資格取得講習会

○と　き　７月３日、４日午前９時
　～午後４時３０分（全２回）
○ところ　総合福祉センター（サニ 
　ープレイス座間）３階多目的室
○定　員　１００人（先着順）
○参加費　テキスト代３０００円（申請
　時に納付）
○申込方法　消防本部、東・北分署
　に備え付けの受講申請書（市ホー
　ムページからダウンロード可）に
　必要事項を記入の上、縦４センチ
　×横３センチの写真１枚（正面上
　半身 ･無帽 ･無背景で６カ月以内
　に撮影したもの。裏に氏名を記入）
　を添え、６月１６日～２０日の午前８
　時３０分～午後５時に直接担当へ
担当　　　　　　　消防本部予防課

1０４６（２５６）２２１１ 5０４６（２５６）２２１５

少年少女消防体験教室

○と　き　８月２６日（火）午前９時
　～午後４時３０分（集合は午前６時
　４５分）
○集合・解散場所　市消防本部
○ところ　県総合防災センター（厚
　木市下津古久２８０）
○内　容　消防車両の体験乗車、放
　水体験、消火体験、救急法体験ほか
○対　象　小学３年～６年生
○定　員　２５人（先着順）
○費　用　５１０円（昼食代）
○持ち物　筆記用具、上履き、帽子、
　タオル、飲料水など
○申込方法　６月９日～２０日午前８
　時３０分～午後５時に電話で担当へ
　（土曜・日曜日を除く）
担当　　　　　　　消防本部予防課

1０４６（２５６）２２１１ 5０４６（２５６）２２１５

教育委員会６月定例会

○と　き　６月１１日午前９時３０分～
○ところ　市役所５階教育委員会室
○議　題　６月４日市役所正面玄関
　前掲示板に告示予定
○傍聴の申込方法　６月１０日までに
　直接担当へ（傍聴席に余裕がある
　場合は当日も受け付け）
※議題によって非公開となります。
担当　　　　　　教育委員会総務課

1０４６（２５２）８３４７ 5０４６（２５２）４３１１

平成１６年度使用教科書展示会

　ーホール座間）小ホール
○内　容　「かんぱとピーノイの米
　づくり」（ラオスの民話から）
○定　員　①１８０人②１００人（先着順）
○入場料　無料
○申込方法　６月２日から電話で担
　当へ
担当　　　　　　　　　生涯学習課

1０４６（２５２）８４７２ 5０４６（２５２）４３１１

薬物乱用防止啓発
講演会とパネル展

　青少年の薬物乱用が社会問題とな 
っています。薬物乱用の恐ろしさを
知っていただくため、開催します。
《講演会》
○と　き　６月１８日午後２時～４時
　３０分
○ところ　市民文化会館（ハーモニ 
　ーホール座間）小ホール
○参加方法　当日直接会場へ
《パネル展》
○と　き　６月１７日～２４日午前９時
　～午後５時（１７日は午後のみ、２４
　日は午前のみ）
○ところ　市民文化会館（ハーモニ 
　ーホール座間）ギャラリー
担当　　　　　　教育委員会指導室

1０４６（２５２）８７３２ 5０４６（２５２）４３１１

舞台照明体験セミナー

○と　き　６月１８日、２５日午後７時
　～９時３０分（全２回）
○ところ　市民文化会館（ハーモニ 
　ーホール座間）小ホール
○内　容　舞台用語や照明演出、表
　現方法などを舞台のプロから学ぶ
○定　員　２０人（先着順）
○参加費　無料
○申込方法　電話で担当へ
担当　　　　　　　　　生涯学習課

1０４６（２５２）８４７６ 5０４６（２５２）４３１１

市総体市民ゴルフ大会

○と　き　７月１６日
○ところ　相模カントリークラブ
○対　象　市内在住・在勤者
○定　員　８０人（先着順）
○参加費　２５００円（パーティー代ほ
　か）
○プレー費　１９８００円（税別 ､昼食
　代含む）
○競技方法　１８ホールストロークプ
　レー（ＨＮＤＣ新ぺリア採用。グ
　ロス上位者は県総体に推薦）
○申込方法　任意の用紙に住所、氏
　名、電話番号、生年月日を記入の
　上、６月２５日までに市内入谷４－
　２４０９－２３木村あて郵送または持参
担当　　　　　　　　　スポーツ課

1０４６（２５２）８１７７ 5０４６（２５２）４３１１

高座海軍 工廠 の軌跡展
こうしょう

　太平洋戦争中、東原一帯で航空機
を生産していた高座海軍工廠。
　台湾人の少年工や県内の女子 挺身 

てい し ん

隊員が従事した同工廠の軌跡を、写
真でたどります。
○と　き　６月１日～７月１３日午前
　９時～午後４時３０分
○ところ　市民文化会館（ハーモニ 
　ーホール座間）常設展示室
担当　　　　　　　　　生涯学習課

1０４６（２５２）８４７６ 5０４６（２５２）４３１１

図書館インターネット
ボランティア募集

○と　き　６月２０日～７月３日午前
　９時～午後５時（正午～午後１時
　を除く。最終日は午後４時まで）
○ところ　高相地区教科書センター
　（相模原市中央３－１２－１０相模原
　市立総合学習センター内）
担当　　　　　　教育委員会指導室

1０４６（２５２）８７３２ 5０４６（２５２）４３１１

　７月５日から図書館にインターネ 
ット端末６台を設置します。
　つきましては、インターネットの
操作が分からない方の支援や閲覧時
間の管理などに、コンピューターお
よびインターネットの操作ができる
方のご協力をお願いします。
○活動日時　７月５日からの図書館
　開館日午前９時～午後５時（１時
　間単位の名簿登録制）
○活動内容　①コンピューター操作
　関係＝利用支援、軽度のコンピュ 
　ーター障害への対応②インターネ 
　ット操作関係＝利用支援、検索支

用途地域指定のない区域における
建築形態制限の指定

統計グラフ作り方教室

○と　き　６月２０日午前１０時～正午
○ところ　市役所５階第１会議室
○内　容　楽しい旅にするために～
　旅にもルール～
○対　象　市内在住・在勤者
○定　員　４０人（先着順）
○申込方法　６月１６日までに電話で
　担当へ
担当　　　　　　　　　市民生活課

1０４６（２５２）８２１８ 5０４６（２５５）３５５０

消費生活講座

○と　き　６月２日～１６日午前８時
　３０分～午後５時（土曜・日曜日を
　除く）
○ところ　市役所２階産業課窓口
担当　　　　　　　　　　　産業課

1０４６（２５２）７６０１ 5０４６（２５５）３５５０

生産緑地地区の指定申し出相談

　児童手当（就学前の子どもを養育
する一定所得以下の方に、子どもの
人数により定められた額を支給する
制度）の受給者は、毎年６月中に現
況届を提出することになっています。
　対象者には５月末に現況届の用紙
を郵送しましたので、必ず期間内に
手続きを済ませてください。
　現況届が提出されない場合、６月
分以降の手当が差し止めになります。
○受付期間　６月２日～３０日午前８
　時３０分～午後５時（土曜・日曜日
　を除く）
○受付場所　市役所１階児童課（郵
　送可。記入漏れの場合には、来庁
　していただくこともあり）
※本市で新たに申請する方や、現在
受給中の方で二人目以降の子どもが
生まれた場合も届け出が必要です。
担当　　　　　　　　　　　児童課

1０４６（２５２）７２０１ 5０４６（２５２）７０４３

お忘れなく「児童手当現況届」

ＴＥＰＣＯおはなしきゃらばん

　東京電力（株）相模原支社との共
催で、人形劇を上演します。
○と　き　６月２０日①午前１０時～１１
　時１５分（午前９時３０分開場）②午
　後１時４５分～３時（午後１時１５分
　開場）
○ところ　市民文化会館（ハーモニ 
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移動図書館ひまわり号巡回日程

▼ひばりが丘南児童館＝７日午後２
時３０分～３時３０分▼小松原１丁目児
童遊園地＝１２日午前１０時３０分～１１時
３０分▼入谷小学校＝１２日午後２時３０
分～３時４５分▼東原小学校＝１３日午
後２時３０分～３時４５分▼ＮＴＴ栗原
社宅＝４日午前１０時３０分～１１時３０分
▼栗原小学校＝１１日午後２時３０分～
３時４５分▼東原共同住宅＝５日午前
１０時３０分～１１時３０分▼相模が丘４丁
目多目的広場＝６日午前１０時３０分～
１１時３０分▼相模野小学校＝６日午後
２時３０分～３時４５分▼中原小学校＝
４日午後２時３０分～３時４５分
※雨天の場合は巡回を中止します。
また、学校への巡回は時間が変更に
なる場合があります。
担当　　　　　　　　　　　図書館

1０４６（２５５）１２１１ 5０４６（２５２）５７０４

になる方のために、サロンを開催し
ます。自由にくつろぎおしゃべりで
きる場所に、気軽にご参加ください。
《ばぶちゃんＲＯＯＭ》
○と　き　毎月第１・第３金曜日午
　前１０時～正午
○対　象　０歳～未就学児をお持ち
　の方
《ばぶちゃん＆ちょろちゃんＲＯＯ
Ｍ》
○と　き　毎月第２金曜日午前１０時
　～正午
○対　象　０歳～よちよち歩きの子
　どもをお持ちの方
《共通事項》
○参加費　初回３００円、２回目から１５０
　円（茶・菓子代）
○参加方法　当日直接同館に
◆公民館おはなし会
《ちいさなちいさなおはなし会》
○と　き　毎週水曜日午前１０時３０分
　～１１時、午前１１時～１１時３０分
○対　象　０歳～３歳程度
《子どもおはなし会》
○と　き　毎週水曜日午後３時３０分
　～４時
○対　象　幼稚園児～小学生
《共通事項》
○参加費　無料
○参加方法　当日直接同館に
◆子育て応援週間
　つながれ！子育ての輪！
　子育てサークルが日ごろの活動を
公開します。体験してみませんか。
○と　き　①②６月２４日③２５日④２６
　日⑤２７日⑥２８日いずれも午前１０時
　～正午
○内　容　①身近な物で作って遊ぼ
　う②ゆったりのんびりおしゃべり
　しよう③いつもと違うお話し会④
　にこにこまんぼうで遊ぼう⑤みん
　なで遊ぼう！近所のママとお友達
　になろう⑥おにいちゃんおねえち 
　ゃんと遊ぼう！
○対　象　①２歳児②１歳～１歳６
　カ月児③０歳～１歳児と１歳～３
　歳児④３歳～４歳児⑤⑥０歳～４
　歳児①～⑥それぞれの保護者
○定　員　②のみ１５組（先着順）。
　その他はなし
○参加費　⑤のみ１家族５０円（菓子
　代）。その他は無料
○申込方法　②のみ６月１０日までに
　電話・ファクスで同館へ。その他
　は当日直接同館へ
◆子育て応援週間
　小・中学生のボランティア募集
　子育て応援週間で乳幼児と遊ぶボ
ランティアを募集します。
○と　き　６月２８日午前９時～正午
○募集人数　小学５年・６年生＝５
　人、中学生＝５人
○申込方法　６月１５日までに電話・
　ファクスで同館へ

北地区文化センター
1０４２（７４７）３３６１ 5０４２（７４７）８５４２

青少年センター
1０４６（２５３）８４１１ 5０４６（２５９）２１６３

◆住宅・土地統計調査調査員
○募集人数　１０人程度
○応募資格　２０歳以上で調査事務に
　責任を持ち調査の内容の秘密を厳
　守できる方（税務・警察関係者、
　選挙関係者を除く）
○事務内容　住宅・土地統計調査に
　係る巡回調査、調査票調査など
○任命期間　８月２７日～１０月２４日
○調査期間　９月１日～１０月１７日
○報　酬　４万円程度（調査区数、
　調査種別などにより異なる）
○選考方法　面接
○応募方法　任意の用紙に住所、氏
　名、生年月日、昼間連絡の取れる
　電話番号を記入の上、６月１３日ま
　でに本人が直接担当へ持参
担当　　　　　　　　　企画政策課

1０４６（２５２）８３７９ 5０４６（２５５）３５５０
◆臨時清掃作業員（ごみ収集）
○募集人数　３人
○応募資格　１８歳～３９歳の健康な方
○採用期間　７月１日～９月３０日
○勤務日時　土曜・日曜日、祝日を
　除く午前８時３０分～午後５時
○賃　金　日額１０３０９円～１０９３４円　
　（経験年数により異なる）
○選考方法　面接、健康診断

◇お譲りします
座卓、電子オルガン、学習机、三輪
車、いす、自転車（補助輪付き）、
自転車補助席、ダイニングテーブル 
・いす、スクールコート、ベビーラ 
ック、ぶら下がり健康器、歩行器、
ベビーカー（Ａ型）、組み立て式ブラ
ンコ、製図器、ガーデンシュレッダー
◇希望します
ベビーフェンス、ノートパソコン、
ベビーカー（双子用、Ｂ型）、ＣＤ
ラジカセ、家庭用もちつき機、剣道
防具、子ども用自転車（１２・１４イン
チ）、ソファベッド、二段ベッド、
電子レンジ、グランドピアノ、ベビ 
ーベッド、三段ベッド、パソコン一
式、卓上用ミシン、デジタルカメラ、
テーブル、ダブルベッド、冷蔵庫、
ベビーサークル、セーラー服（夏用）、
自転車、パソコン用机・いす、テレ
ビ、プリントごっこ、ソファ、ビデ
オデッキ、エアロバイク、ピアノ、
水槽、ハイアンドローチェア

みんなの広場�

○ビーズスキル短期認定講座
▽とき＝６月４日～８月２２日（金）
午前１０時～午後３時（全７回）▽と
ころ＝翠葉カルチャーセンター会議
室（相模大野駅徒歩１３分）▽内容＝
ビーズアートのプロインストラクタ 
ーを目指す講座▽連絡先＝アトリエ
モンパスタン1０４６７（４８）０５６５（生井）
○講演会「障害から自律しよう」
▽とき＝６月２２日午前１０時～正午（午
前９時３０分～受け付け）▽ところ＝
ぱるるプラザ町田（町田駅徒歩３分）
▽内容＝障害者の自律への取り組み
を考える。実践紹介あり▽参加費＝
１家族１０００円▽参加方法＝当日直接
会場へ▽託児＝あり（一人５００円）▽
連絡先＝1０４６（２５６）１５４８（阿多）
○俳句入門講座
▽とき＝６月２７日、７月４日、１１日
午後１時３０分～３時４０分（全３回）
▽ところ＝市民文化会館２階中会議
室▽ところ＝江戸時代から現代まで
の俳句を学び ､作品を作る▽定員＝
４０人▽申込方法＝電話 ･ファクスで
市俳句連盟1０４６（２５１）６７５１（野島）へ
○日本レク協会公認　レク・インス
　トラクター資格取得養成講習会
▽とき＝６月１２日～１１月３０日の木曜
日午後７時～９時 ･日曜日午前９時
２０分～午後４時４０分（全１５回）▽と
ころ＝市公民館ほか▽対象＝１８歳以
上▽定員＝３０人▽参加費＝３００００円▽
申込方法＝電話・ファクスで市レク
協会1０４６（２５３）４７２２（佐藤）へ
○緑交響楽団第３１回定期演奏会
▽とき＝６月８日午後２時～（午後
１時３０分開場）▽ところ＝市民文化
会館大ホール▽曲目＝チャイコフス
キー／交響曲第５番ほか▽入場料＝
１０００円（高校生以下と６０歳以上は無
料。当日券あり）▽連絡先＝1０４６
（２５１）９４４５（冨原）

　援③端末管理関係＝インターネッ
　ト申し込みの受け付け、閲覧時間
　の管理、閲覧禁止サイトの管理
○応募条件　ウインドウズパソコン
　の基本操作ができ、インターネッ
　ト検索もできる１８歳以上の方
○応募方法　６月１５日までに直接・
　電話で担当へ（７月５日以降も随
　時募集）
○研　修　操作と管理の研修あり
　（日時は申込時に通知）
担当　　　　　　　　　　　図書館

1０４６（２５５）１２１１ 5０４６（２５２）５７０４

図書館および公民館３館図書室
休館のお知らせ

　図書館および公民館３館（市公民
館、北・東地区文化センター）図書
室は、コンピューターの更新と蔵書
点検のため、次の日程で休館します。
ご理解とご協力をお願いします。
○図書館　６月１６日～７月４日
○公民館３館図書室　６月１７日、１８
　日、２６日、２７日（いずれも図書室
　のみ休館。通常の休館日の月曜日
　も休館）
担当　　　　　　　　　　　図書館

1０４６（２５５）１２１１ 5０４６（２５２）５７０４

はり・きゅう・マッサージ助成券
取扱い施術所の訂正

　７５歳以上の方を対象に、４月に配
布した「はり・きゅう・マッサージ
助成券」。この助成券とともに配布
した「助成券取扱い施術所」一覧表
に誤りがありました。次のとおり訂
正し、おわびします。
○訂正個所　番号６０東洋堂 鍼灸 整骨

しんきゅう

　院の電話番号
　（正）1０４６（２７４）８３０６
　（誤）1０４６（２７４）７４２６
担当　　　　　　市社会福祉協議会

1０４６（２６６）２００１ 5０４６（２６６）２００９

６月に納めるのは

▽市県民税（第１期）▽国民健康保
険税（第１期）
※最寄りの指定金融機関、郵便局、
市役所または各出張所で納めてくだ
さい。使用料などもお忘れなく。

市公民館
1０４６（２５５）３１３１ 5０４６（２５２）２７７６

◆子育てサロン
　乳幼児をお持ちの方やこれから親

◆幼児を持つ母親学級
　ジェンダーフリーで育ちあおう
○と　き　６月２０日～７月２５日、９
　月５日～２６日いずれも毎週金曜日
　午前１０時～正午（全１０回）
○内　容　ジェンダーってなに？、
　テレビＣＭをチェックしてみよう 
　！、ジェンダーフリー絵本より、
　いざというときの救急法
○対　象　幼児を持つ保護者
○定　員　３０人（先着順）
○参加費　無料
○保　育　あり（原則２歳以上、お
　やつ代５００円）

○申込方法　６月１０日までに直接・
　電話・ファクスで同センターへ
◆夏のジュニア応援教室
　ボランティアチューター募集
○と　き　８月２６日（火）～３０日（土）
○内　容　小・中学生の学習や課題
　のアドバイス、得意な科目のコー
　ナー運営
○対　象　二日以上協力できる方
○定　員　１０人程度（先着順）
○打ち合わせ会　６月１４日、２０日の
　いずれか午前１０時～正午
○申込方法　６月１２日までに直接・
　電話・ファクスで同センターへ

東地区文化センター
1０４６（２５３）０７８１ 5０４６（２５３）０７８９

◆いっしょに！うたおう童謡・あそ
　ぼうわらべうた～子どもから大人
　まで世代をこえて楽しもう
○と　き　６月２１日～７月５日毎週
　土曜日午前１０時～正午（全３回）
○内　容　前半童謡、後半わらべう
　たを講師について皆で歌い楽しむ
○対　象　どなたでも（小さな子ど
　も連れも参加可）
○定　員　５０人（先着順）
○申込方法　６月１４日までに直接・
　電話・ファクスで同センターへ

◆ジュニアロボットセミナーｉｎ座
　間２００３～世界にひとつ、自分だけ
　のロボットを作ろう！
○と　き　８月１日（金）､２日（土）、
　１７日（日）午前１０時～午後４時（全
　３回）
○内　容　６脚歩行式ロボットを製
　作する
○対　象　小学５年生～中学生（こ
　れ以下は保護者同伴で参加可）
○定　員　２０人（先着順）
○参加費　７０００円（材料代）
○持ち物　筆記用具、ノート、工具、
　弁当、飲み物、タオル数枚
○申込方法　６月４日午前１０時から
　直接・電話で同センターへ

○応募方法　市販の履歴書（写真添
　付）に必要事項を記入の上、６月
　９日までに本人が直接担当へ持参
担当　資源対策課クリーンセンター
　　　係（市内入谷１－３０８１）

1０４６（２５２）８７２４ 5０４６（２５２）７６４１

不用品バンク�
担当　　　市民生活課�

1046(252)8158
5046(255)3550
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6.1
【座間市のお知らせ】

○と　き　７月５日（土）午前９時３０分～
　１１時３０分
○ところ　立野台小学校体育館および校庭
○講　師　順天堂大学教授　武井正子さん
○定　員　１００人（先着順）
○参加費　無料
○持ち物　室内用および屋外用運動靴、筆
　記用具、飲み物、歩数計
○申込方法　６月３０日（月）午後５時まで
　に電話またはファクスか電子メールで、
　住所・氏名・電話番号を明記の上、担当
　へ
担当　　　　　　　　　　　　企画政策課

1０４６（２５２）８２８７ 5０４６（２５５）３５５０
電子メール　

kikaku４１@city.zama.kanagawa.jp

市民懇談会開催日程
申込期限会　場開催日時地　域

６月２０日（金）
総合福祉センター

（サニープレイス座間）
３階研修室

６月２１日（土）
午前１０時～正午

相武台・緑ヶ丘・
広野台１丁目・栗原

６月２０日（金）
総合福祉センター

（サニープレイス座間）
３階研修室

６月２１日（土）
午後２時～４時入谷・立野台・明王

６月２０日（金）市公民館　３階集会室６月２２日（日）
午前１０時～正午座間・新田宿・四ツ谷

６月２７日（金）ひばりが丘１丁目
自治会館ホール

６月２８日（土）
午前１０時～正午

ひばりが丘・小松原・
広野台２丁目

６月２７日（金）東地区文化センター
１階第１集会室

６月２９日（日）
午前１０時～正午

栗原中央・西栗原・
南栗原・東原・さがみ野

６月２７日（金）北地区文化センター
２階講座室

６月２９日（日）
午後２時～４時相模が丘
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○と　き　６月１１日（水）午後０時２０分～０時４０分

○ところ　市役所１階市民サロン

○曲　目　大きな古時計、この道、幻想曲「さくらさくら」

　　　　　ほか

○演奏者　ピアノ　山本実穂さん、鈴木志鶴子さん

ピアノで奏でる日本の歌、世界の歌
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れ
て
話
し
合
い
を

進
め
、
お
聴
き
し
た
ご
意
見
は

「
座
間
市
地
域
福
祉
計
画
（
仮

称
）
」
の
策
定
に
役
立
て
て
い

き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電

　

話
か
フ
ァ
ク
ス
で
担
当
へ

担
当　
　
　
　
　

社
会
福
祉
課

1
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２
５
２
）７
１
２
２

5
０
４
６（
２
５
６
）３
６
０
０

県
道
４２
号�

（
藤
沢
座
間
厚
木
線
）�

厚
木（
座
架
依
橋
）方
面�

西中学校�

市道から左折のみ�

一方通行�

一方通行�

県道から左折のみ�
JR相模線� 1級河川鳩川�

上り戸橋�

市道市道から左折左折のみ�
県道県道から左折左折・直進直進のみ�
市道から左折のみ�
県道から左折・直進のみ�

市道から左折のみ�
県道から左折・直進のみ� 座間小学校�

相模原方面�

海老名方面�

午前午前7－9時は�
県道県道から市道市道へは�
進入禁止進入禁止�
市道市道から県道県道へは�
左折左折のみ�

午前7－9時は�
県道から市道へは�
進入禁止�
市道から県道へは�
左折のみ�

県
道
県
道
４６
号�

（
相
模
原
茅

相
模
原
茅
ヶ
崎
線
崎
線
）�

県
道
４６
号�

（
相
模
原
茅
ヶ
崎
線
）�

相
模
川

相
模
川�

左
岸
幹
線
用
水

左
岸
幹
線
用
水�
相
模
川�

左
岸
幹
線
用
水�

今回開通した部分�

※大型車両は県道のみ通行が可能です�

座間下宿�

座架依橋入口�

○と　き　６月２２日（日）午前９時～（受け付け）
○ところ　市民体育館（スカイアリーナ座間）大体育
　室
○対　象　市内在住 ･在勤 ･在学者とその家族
○チーム編成　二人（ダブルス）
○持ち物　室内用運動靴、ラケット（お持ちの方）、
　着替え、弁当
○申込方法　所定の申込用紙に必要事項を記入の上、
　６月１３日（金）までに直接またはファクスか郵送で
　〒２２８－８５６６市役所スポーツ課へ
担当　　　　　　　　　　　　　　　　　スポーツ課

1０４６（２５２）８１７７ 5０４６（２５２）４３１１

○と　き　６月２９日（日）午前９時～午後
　２時（体力診断の受付時間＝①午前９時
　１５分～９時４５分②午前１１時～１１時３０分③
　午後０時３０分～１時）
○ところ　座間小学校体育館
○内　容　健康体操やコンピューターによ
　る体力診断の結果に基づき、健康運動指
　導士が運動相談に応じる
○対　象　市内在住・在勤・在学者
○定　員　体力診断は延べ１５０人（先着順）
○持ち物　室内用運動靴、タオルなど（運
　動のできる服装）
○申込方法　電話で担当へ
担当　　　　　　　　　　　　スポーツ課

1０４６（２５２）８１７７ 5０４６（２５２）４３１１

健康なまちづくり健康なまちづくり�
コーナーコーナー�

健康なまちづくり�
コーナー�

身体に良い歩き方セミナー�身体に良い歩き方セミナー�

ファミリーバドミントン大会�ファミリーバドミントン大会�

第１回体力年齢ウオッチング�第１回体力年齢ウオッチング�

規制計画概要
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